
Ａ
　
コ
ー
ス

社
員
情
報

１次調査

２次調査

産業カウンセラー面談

・２次調査票の確認
・心理的負担の調査
・ＢＳＩＤ

１次調査

調
査
票
（
名
入
れ
）

調
査
票
（
配
布
回
収
）

分
析

（
実
施
者
）

面
接
対
象
者
の
決
定

面
接
勧
奨
通
知

面
接
申
出
（
事
業
者
）

面
接
指
導
（
産
業
医
等
）

Ｂ
　
コ
ー
ス

（
実
施
者
）

面
接
対
象
者
の
決
定

２
次
調
査
案
内

１
次
結
果
通
知

日
程
調
整
・
管
理

面
接
勧
奨
通
知

面
接
申
出
（
事
業
者
）

面
接
指
導
（
産
業
医
等
）

2 メンタルヘルス支援・ハラスメント防止支援

【メンタルヘルス支援】
 1 概 要
 1] 目　　的　
(1) ストレスチェック
　労働者自身のストレスへの気づきや職場改善につなげることにより、労働者がメンタル
ヘルス不調となることを未然に防止すること (一次予防 )を目的とする。

(2)	ストレスチェックフォローアップ面談・カウンセリング・教育研修
　従業員のメンタル不全の早期発見・改善・予防、ストレスの軽減及び適切な職場適応を
図り、自己成長に寄与することを目的とする。

 2] 対　　象
(1) ストレスチェック
　労働者50人以上の事業場

(2)	ストレスチェックフォローアップ面談・カウンセリング・教育研修
　新規採用職員、新任管理職、メンタル不調で長期休暇を取得し職場復帰した職員、スト
レスチェックで医師面接を申し出なかった職員など

 3] 内　　容
(1) ストレスチェック

・ Ａコース
　職業性ストレス簡易調査票（57項目）を使用し、労働安全衛生法に基づくストレスチェッ
ク制度実施マニュアルの評価基準に準拠した方法で高ストレス者を抽出する。

・ Ｂコース
　職業性ストレス簡易調査票（57項目）の1次調査に加え、2次調査として1次調査における高
ストレス者を対象に産業カウンセラーによる面談（補足的面談）を実施し、高ストレス者の絞
り込み等を行う。
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 1) 高ストレス者を選定するための方法
①	1次調査（労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度実施マニュアルの評価基準
に準拠）

・「心身のストレス反応」に関する項目の評価点の合計が高い者
・「心身のストレス反応」に関する項目の評価点の合計が一定以上であり、かつ「仕事
のストレス要因」及び「周囲のサポート」に関する評価点の合計が高い者

②	2次調査
・2調査票（勤務状況、心身ストレス反応の状況、生活習慣の状況等）
・BSID（うつ病の簡便な構造化面接法）及び心理的負担の状況等の調査を実施し、高
ストレス者を抽出する。

 2)	集団分析
①集団分析の目的
　ストレスチェックのデータを基にした集団分析結果を提供し、各職場における業務改
善や管理監督者向け研修等、職場環境の改善につなげる。
②実施内容
　ストレスチェック制度実施マニュアルに基づく「仕事のストレス判定図」、「ストレス
プロフィール評価」等を用いて集計分析し、職場ごとのストレス状態が把握できる集計
表及びコメント・解説等を提供する。

 3) 結果説明
　各団体の安全衛生委員会や管理者向け説明会等に出席し、結果の説明や解説を行う。

 2 実施状況
 1] ストレスチェック

		表1 業種別実施状況

業 種 別 団体数 対象者数 有効回答者数
（％）

高ストレス者数
（％）

高ストレス率（％）　 総合健康リスク＊

₂年度 元年度 30年度 3年度 ₂年度 元年度 30年度

公 務 員 21 8 ,624 8 ,275 （96.0） 739 （8.9） （9.2） （9.9） （8.0） 83 83 86 83

教 育 25 8 ,482 8 ,195 （96.6） 758 （9.2） （7.4） （9.2） （9.9） 90 87 92 94

医 療 13 7 ,355 6 ,338 （86.2） 1,004 （15.8）（14.1）（14.9）（15.6） 101 97 100 104

農業団体 8 3 ,003 2 ,724 （90.7） 388 （14.2）（14.9）（16.2）（15.4） 93 94 98 98

製 造 等 30 4 ,419 4 ,046 （91.6） 762 （18.8）（18.4）（19.8）（20.6） 111 108 114 116

福 祉 23 2 ,593 2 ,439 （94.1） 365 （15.0）（14.1）（14.9）（14.6） 98 98 99 101

そ の 他 33 3 ,384 3 ,071 （90.8） 451 （14.7）（14.1）（15.3）（14.4） 99 96 97 100

総 数 153 37 ,860 35 ,088 （92.7） 4,467 （12.7）（11.9）（12.3）（12.3） 94 92 97 96
＊仕事のストレス要因から予想される健康問題のリスクを標準集団の平均を100として現した数値
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		表2	性･年齢別実施状況
対象者数 有効回答者数︵％︶ 高ストレス者数︵％︶

男

29 歳以下 2 ,880 2 ,660 ︵92 .4︶ 348 ︵13 .1︶
30 ～ 39歳 4 ,216 3 ,867 ︵91 .7︶ 613 ︵15 .9︶
40 ～ 49歳 4 ,498 4 ,181 ︵93 .0︶ 645 ︵15 .4︶
50 歳以上 7 ,360 6 ,827 ︵92 .8︶ 622 ︵9 .1︶
計 18 ,954 17 ,535 ︵92 .5︶  2 ,228 ︵12 .7︶

女

29 歳以下 3 ,662 3 ,402 ︵92 .9︶ 548 ︵16 .1︶
30 ～ 39歳 3 ,928 3 ,626 ︵92 .3︶ 554 ︵15 .3︶
40 ～ 49歳 4 ,749 4 ,492 ︵94 .6︶ 555 ︵12 .4︶
50 歳以上 6 ,567 6 ,033 ︵91 .9︶ 582 ︵9 .6︶
計 18 ,906 17 ,553 ︵92 .8︶ 2 ,239 ︵12 .8︶

総    数 37 ,860 35 ,088 ︵92 .7︶ 4 ,467 ︵12 .7︶

		表3 Ａコース実施状況
1　次　調　査　

対象者数 有効回答者数︵％︶ 高ストレス者数︵％︶

男

29 歳以下 2 ,023 1 ,822 ︵90 .1︶ 273 ︵15 .0︶
30 ～ 39歳 2 ,821 2 ,497 ︵88 .5︶ 467 ︵18 .7︶
40 ～ 49歳 3 ,138 2 ,854 ︵90 .9︶ 519 ︵18 .2︶
50 歳以上 4 ,737 4 ,283 ︵90 .4︶ 452 ︵10 .6︶
計 12 ,719 11 ,456 ︵90 .1︶ 1 ,711 ︵14 .9︶

女

29 歳以下 2 ,731 2 ,491 ︵91 .2︶ 453 ︵18 .2︶
30 ～ 39歳 2 ,701 2 ,437 ︵90 .2︶ 445 ︵18 .3︶
40 ～ 49歳 3 ,052 2 ,833 ︵92 .8︶ 410 ︵14 .5︶
50 歳以上 4 ,241 3 ,797 ︵89 .5︶ 405 ︵10 .7︶
計 12 ,725 11 ,558 ︵90 .8︶ 1 ,713 ︵14 .8︶

総 数 25 ,444 23 ,014 ︵90 .4︶ 3 ,424 ︵14 .9︶

		表4	Ｂコース実施状況

対象者数
1次調査 2次調査

有効回答者数︵％︶ 高ストレス者数︵％︶ 実施者数︵％︶ 高ストレス者数︵％︶

男

29 歳 以 下 857 838 ︵97 .8︶ 76 ︵9 .1︶ 30 ︵39 .5︶ 12 ︵40 .0︶
30 ～ 39 歳 1 ,395 1 ,370 ︵98 .2︶ 145 ︵10 .6︶ 59 ︵40 .7︶ 39 ︵66 .1︶
40 ～ 49 歳 1 ,360 1 ,327 ︵97 .6︶ 131 ︵9 .9︶ 72 ︵55 .0︶ 43 ︵59 .7︶
50 歳 以 上 2 ,623 2 ,544 ︵97 .0︶ 174 ︵6 .8︶ 78 ︵44 .8︶ 44 ︵56 .4︶

計 6 ,235 6 ,079 ︵97 .5︶ 526 ︵8 .7︶ 239 ︵45 .4︶ 138 ︵57 .7︶

女

29 歳 以 下 931 911 ︵97 .9︶ 92 ︵10 .1︶ 47 ︵51 .1︶ 27 ︵57 .4︶
30 ～ 39 歳 1 ,277 1 ,189 ︵93 .1︶ 109 ︵9 .2︶ 50 ︵45 .9︶ 30 ︵60 .0︶
40 ～ 49 歳 1 ,697 1 ,659 ︵97 .8︶ 141 ︵8 .5︶ 79 ︵56 .0︶ 54 ︵68 .4︶
50 歳 以 上 2 ,326 2 ,236 ︵96 .1︶ 177 ︵7 .9︶ 106 ︵59 .9︶ 64 ︵60 .4︶

計 6 ,181 5 ,995 ︵97 .0︶ 519 ︵8 .7︶ 282 ︵54 .3︶ 175 ︵62 .1︶
総    数 12 ,416 12 ,074 ︵97 .2︶ 1 ,045 ︵8 .7︶ 521 ︵49 .9︶ 313 ︵60 .1︶
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	表5	集団分析実施状況

団体数 実施数（％）

総 数 153 101（66.0）

 表6 結果説明会等の実施状況

業 種 実施団体数 実施回数
公 務 員 12 16
医　　　 療 3 4
製 造 業 3 3
そ　 の　 他 1 1
総 数 19 24

	2] ストレスチェックフォローアップ面談・カウンセリング・教育研修
	表1	ストレスチェックフォローアップ面談の実施状況

業 種 実施団体数 実施人数 日数
農 業 団 体 3 14 5
製 造 業 2 52 15
そ の 他 2 2 2
総 数 7 68 22

	表2	定期カウンセリングの実施状況

業 種 実施団体数 実施人数 日数
公 務 員 10 333 91
医 療 2 48 36
製 造 業 1 54 24
総 数 13 435 151

	表3	教育研修の実施状況

内 容 実施団体数 回数 人数
ラ イ ン ケ ア 研 修 6 9 342

セ ル フ ケ ア 研 修 1 1 14

セルフケア研修（VTR）* 1 ︲ 642

目 的 別 研 修 3 5 131

総 数 11 15 1 ,129

　　*5分3本、60分1本　3ヵ月間視聴
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【ハラスメント防止支援】
 1 概 要
	1] 目的
　企業等におけるパワハラ防止措置の義務化に伴い、ハラスメント相談体制や研修、再発防
止策等の充実が事業主に求められた。一方、対応にあたる企業担当者のスキル及び経験不足
等により、必要な相談機能が伴わないケースも想定される。そこでハラスメント防止の専門
家による社外相談窓口「ハラスメント相談ほっとライン」を開設し、相談対応、ハラスメン
ト防止対策構築、ハラスメント事案解決、研修、当事者のケア等に対応し、企業等における
ハラスメント対策及びメンタルヘルス対策の充実に資することを目的とする。

	2］対象
　契約企業等の従業員（経営層・管理者からの相談も可）

	3］内容

基本契約

 

企業・団体様

ハラスメント担当

責任者
相談

担当者

社 員 等

・役員、管理職、一般社員

・契約社員、派遣社員

・期間社員、パート労働者 等

案内・周知

ハラスメント研修
①階層別研修（一般職、管理監督職など）

②目的別研修（アンガーマネジメントなど）

受付・予約・問合せ

（産業カウンセラー）

相 談

（ハラスメント防止コンサルタント）

（公財） 世紀職業財団認定・登録資格

相談窓口（１次対応 ）
次対応とは、相談を受け付け基本的な事実関係を伺い整理するところまでをいいます。

契約 報告書・請求

問合せ・予約

相談 連絡
匿名可能

相談担当者サポート
①担当者からの軽微な相談、問い合わせへの助言

②情報提供 など
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・相談申込の受付、予約、問合せ
「ハラスメント相談申込シート」を使用し、電話またはメールで相談申込を受け付ける。
匿名での申込みも可能とする。

・ハラスメント相談（1次対応）
［相談申込者］メール、電話、Zoom、LINE、対面によりハラスメント防止コンサルタン
ト（公益財団法人21世紀職業財団認定･登録）が相談業務を行う。

［相談担当者］企業等の担当者や責任者からの相談対応及び問い合わせへの助言を行う。
・ハラスメント研修

 2 実施状況
	1] ハラスメント相談ほっとライン
業 　 種 実施団体数
公 務 員 3
医 　 療 1
総 　 数 4

 2] 教育研修・セミナー
	表1	教育研修の実施状況

業　　 種 実施団体数 回数 人数
公 務 員 5 9 265

公務員（VTR︶* 1 ︲ 296
医 　 療 2 2 59
製 造 業 1 2 15
そ の 他 3 3 108
総 　 数 12 16 743

*60分1本　3ヵ月間視聴

	表2	相談担当者セミナーの実施状況
　基礎編

業　　 種 参加団体数 回数 人数
公 務 員 3 1 10

　実践編

業　　 種 参加団体数 回数 人数
公 務 員 他 4 1 10

栃木県保健衛生事業団　令和３年度事業年報　第46号 37

職域保健【メンタルヘルス支援・ハラスメント防止支援】


